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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
カンジド・ポルチナリ(1903-1962)は、ブラジル20世紀絵画の代表的画家。サンパウロ州ヒベイロン・プレート市サンタ・ホザ（Santa Rosa）にあるコーヒー農園のイタリア系移民の12人兄弟の2番目の子どもとして生まれた。その後近くのプロドスキー（Brodowski）に居を移し、両親は小さな雑貨店を営み、彼はここで少年時代を過ごす。幼少の時から絵の才能を周囲に認められていた彼は、16歳の時、絵を学ぶ為にリオ・デ・ジャネイロに行き、国立芸術学校（Escola Nacional de Belas Artes）で学ぶ。

ピエール・ボナール（1867-1947）は、ナビ派に分類される19世紀～20世紀のフランスの画家。ポスト印象派とモダンアートの中間点に位置する画家である。版画やポスターにも優れた作品を残している。ボナールは一派の画家（ナビ派）の中でも最も日本美術の影響を強く受け、「日本的なナビ」と呼ばれた。また、室内情景などの身近な題材を好んで描いたことから、エドゥアール・ヴュイヤールと共にアンティミスト（親密派）と呼ばれている。


B89
FARSTEH

1958%F HRRAEFN

1981 =ZEEHASt A

1983%F =ZEHEBRBMFE_Ha—E—F—L

19874F HE(TSVIL)=ZZBEEY U MNREFFFREE

1992 =ZEEHkA=zt(ER)EREHSBI—E—F—LA

2006 HE (FZVII) ZZEEY 2/ \VOK[EETE

2008%F Z=zEEHASH (ER)SRHEASE

2010 =Z=HEEHASHEFTEET IL—TCEOAIT(X
AV TSATUORF—L)—5—

2013F H¥AXEeu7—ra—b—RREFEELEE

2016%F ZZEBHERUVT7—FO—E—%RE

20175 MHBEHRRAT—OREAZE

2018%F MNBARFEFRFARFHELZFERETHAZE



&

D=PI4

<dA-—-k-—-0EBMEBE>

J—be—& XM ?
O—E—E5DBED2
O—E—DXEEE
HEODI—E—4ES
O—E—OHEARADBHAE
AERNER 1 AU ERHE
HEE
FEENO—E—HEEHB
O—E—OFIEHIE?
O—bE—DK- BfELIE?
O—E—OFE Fx1)—D
faE - JE
O—bE—DfFELIE?
O—E—DAFIFEIE?

KERT - R

<BT7o24Fx—-%>

O—e—QEEMIEIIFREE
H AR50 /Nl (X EE
O—E—0OREREITERE
O—E—EFEHE0RE - Bib
DIER
OEDDEE : FBFEEO—E—
BAOO—b—HTS54
Fr—2
FrLoOELTORE . 7T
SAFz—VBEED
FrLoOELTORE . T
SAF—2BFEQ

FEOIZ



O—ke—&IF M ?

THRBDEYI—E—/FOREDRIIHAEFZI—E—ELENFT . WHDI—E—
DEMFE, I—E—FEKDHTY , M LERAZI—E—EFUET,

REDINE BMLMVEICTS

—E—RE
BB THILTS

ROLETE peLmcs

® I—E—&LF O—E—/FOEFZER-TRE., HPKTHEHLEZELDTY,
o HAEBEMICHEIATLWSI—E—IX, KAMLT I7SEHE] & TOTRE2E] D2EHTI,

@ O—E—MNEZFx!')— (coffee cherry) . #EF% 5] (green beans) LFL, EHILF-t D% IFIY
=1 (roasted beans) . ¥\t D% Tla—b—D#1 (ground coffee) ESWLVET,


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
アラビカ種 (Coffea arabica L.、アラビカコーヒーノキ) はエチオピア原産で、最初に広まったイエメンにちなみアラビカの名がある。コーヒーノキ属中、唯一染色体数が44（核相が2n=44。他の種は2n=22）の倍数体で、また自家不和合性も無いなどの特徴を持つ。200以上の品種があり、さらに交配による新品種の育種も行われている。
ロブスタ種は、植物学的にはカネフォーラ種と称します。ロブスタ種 (C. canephora var. robusta、ロブスタコーヒーノキ) はコンゴ原産のカネフォーラ種 (C. canephora Pierr ex Froeh) の変種で、染色体数は22。 1895年に発見され、強靭を意味するRobustから命名されたC. robusta L.Lindenというシノニムを持つ。ベルギーで研究された結果、当時流行していたサビ病に強い性質を受けてジャワ島で栽培され、広まった。品種はあるが特に区別されない。

病虫害に強く、高温多湿の気候にも適応するうえ成長が速く高収量で、生産量の2～3割を占める。主な栽培地は東南アジアとアフリカの一部で、特に生産量2位のベトナムで栽培が伸びている。主にインスタントコーヒー用、あるいは廉価なレギュラーコーヒーの増量用として用いられる。

カフェインやクロロゲン酸類の含量が高く、焦げた麦のような香味で苦みと渋みが強く、酸味がない。 旧植民地と宗主国の関係からヨーロッパ（特にフランス）での消費が多い。フレンチロースト、イタリアンローストなど深煎りしてミルクを合わせる飲み方が普及した背景と見られる。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
エチオピアは現在世界第5位のコーヒー生産国で、コーヒーの生産シェアは世界の4％。その独特の風味はモカ・フレーバーと呼ばれ、他の生産国には無い独特の甘酸っぱい香りとワインのような芳醇な味わいは世界中で尊ばれています。
エチオピアはコーヒー発祥の地と言われています。
紀元8世紀頃（9世紀頃という説もあり、はっきりしません）、エチオピア（当時はアビシニア）に住む山羊飼いのカルディという男性が、自分の山羊たちが夜になっても時々興奮して飛び跳ねているのを不思議に思い、そっと山羊たちの後をつけていったところ、山の茂みの中で、山羊たちが樹になっている赤い実を食べているのを発見したのです。カルディは恐る恐る自分でもその赤い実を食べてみました。するとカルディは気分がすっきりして、眠気が覚め、体に活力がみなぎってくるのを感じました。驚いてカルディは知り合いのイスラム教の修道僧にこの実を食べさせると、修道僧もこの実の不思議な薬効に驚き、魅かれました。それが仲間の修行僧たちにすぐに広まっていきました。この赤い実は、修行僧たちの心身のリフレッシュに大変重宝されたのです。
カルディがこの不思議な赤い実を発見した所は、エチオピアの南西部に位置するカッファ（Kaffa）地方と呼ばれる場所でした。その地名を取って、赤い実はカッファと呼ばれるようになりました。これがカッファ→カフェ→コーヒーの名前の由来です。
現在もエチオピア連邦民主共和国に、カッファ州という州名となってこの地の名前が残っています。

（横道ですが、キャメル珈琲さんが全国展開している、コーヒー挽売りショップ兼輸入食品の小売りショップ「KALDI」は、この山羊飼いさんの名前からとったものです。）

ちなみに今でもカッファ州は、エチオピアでも生産量ナンバーワンのコーヒー生産地です。カッファ州産のコーヒーは、その集荷地である州都の名前をとって、「ジマコーヒー」と呼ばれています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Coffee Song : 1946年フランク・シナトラが録音。この曲はボブ・ヒラード作詞、ディック・マイルス作曲という2人が作った曲です。この曲の副題には「They’ve Got an Awful Lot of Coffee in Brazil」と付けられています。直訳すると、「彼らはブラジルですごく沢山のコーヒーを取った」という意味ですね。彼らというのはブラジルのコーヒー農園主とかブラジル人を指しています。この副題を見て、どうもラブソングとかの類いではなさそうだ、と気が付きます。実際この曲は、ブラジルでコーヒーが山ほど取れて、余っているぞ、ということを面白おかしく、揶揄気味に歌ったもので、風刺ソングと言ってよいでしょう。
  
1番の歌詞の拙訳です。
 
ブラジル人の土地をくだって行くと、
何十億ものコーヒー豆が実ってる
だから彼らにはコーヒーのお代わりは山ほどあるんだ
すごく沢山のコーヒーがブラジルで採れたからさ。
チェリーソーダはもらえないよ。
だって、もう彼らは割当数量を充たしたからね。
そして多分彼らは売る気もないんだ、賭けたっていいよ
ブラジルでは何億兆トンのコーヒーが取れたんだけどね
お茶は無い、トマトジュースも無い
ポテトジュースだってありゃしない
だって、農園主たちが皆サントスに来て言うんだ
「無い、無い、無い」
  政治家の娘が、水を飲んだかどで訴えられた
 罰金を科せられて、50ドルの請求書
 すごく沢山のコーヒーがブラジルで採れたからさ

　結局ICAは、生産国同士での輸出枠数量の分配交渉が妥結できず、1989年に内部から崩壊した。それまでブラジルが大きな輸出枠を獲得しながら、1985年の干ばつ被害をきっかけに、輸出枠に定められた数量を毎年遵守せず、輸出数量を満たさなかったことが直接のきっかけとなった。ブラジルが輸出割当未達を起こした数量差だけで、小規模生産国1国分の輸出枠数量をはるかに超えていた。それにもかかわらず、ブラジルは次の輸出枠分配交渉にあたり、前回と同じ輸出枠数量を要求、一方、小規模生産国は、未達分の数量は下位の生産国に回せ、と主張し、議論は真っ向から対立した。紛糾の末、結局会議は決裂、ICAは崩壊したのである。
　また、消費国目線で見た場合でも、ICA的な輸出数量規制ルールのみでは、実需の本当の要求は満たせない。たとえば、コロンビアのコーヒー農園に病虫害が発生し、コロンビアコーヒーが市場から消えた時、コロンビアの穴を、風味の異なる他国の豆で代替することはブレンド製品の品質管理上できない。自社製品の品質にこだわるコーヒー焙煎業者からすれば、コロンビアの欠落は、ブラジルでは埋められないのである。この消費国サイドからの不平に対して、ICAはまったくの無力であった。

　後になって顧みれば、ICAは、生産国・消費国両者の合意のもと、輸出割当制度という人為的な規制で、市場経済の見えざる手による相場変動を押しとどめようという極めてリベラルな試みであった。見方によっては、グローバリズムによる新国際経済秩序へのチャレンジだったとも言えよう。しかし、結果的には、それは実現不可能な夢だったということに他ならない。
ICAの輸出割当制度の停止は1989年7月4日。同じ年、1989年11月9日に、ベルリンの壁が崩壊している。この２つの事象が連続して起こった事は、決して偶然ではなかった。人為的な経済統制というチャレンジは、この後、世界の多くの場所で否定されていく事になる。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
コーヒーで生産量が世界一なのは、ブラジルです。さて、第2位はどの国でしょうか？
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
スマトラ式とは、コーヒー豆の精製方法のひとつで、マンデリンで有名なインドネシアのスマトラ島で生まれたもの。
他の精製方法と最も異なるのは、完全に乾燥させる前に脱殻してしまう点です。
◆スマトラ式の精製処理の流れ
＜果肉除去＞→＜粘液質（ミューシレージ）除去＞→＜予備乾燥＞→＜脱殻＞→＜本乾燥＞
他の産地では通常、農家から実の状態でコーヒーチェリーが集められ、まとめて精製場（ウェットミルなどと呼ばれる）で処理されますが、スマトラ島の場合は各農家が予備乾燥の段階までの処理を自分たちで行います。予備乾燥の段階ではまだ水分が50％ほど残っていますが、その状態で業者が集荷し、その後の脱殻・本乾燥の工程を行います。
乾燥工程が2度に分かれている利点は、それぞれの乾燥工程の時間が短くて済むこと。収穫期に雨の多い地域ならではの精製方法です。
【メリット】
・乾燥工程が短くて済む。
・生豆が深緑色の独特な色合いになる。
・スパイシーでハーブのようなエキゾチックで特徴的な香味が生まれる。日本ではその独特の香味に昔からファンが多い。
【デメリット】
 ・生乾きの状態で脱殻するため、生豆が割れたり、生豆に傷が付き、そこから菌が侵入してしまったりすることがある。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
スクリーン 
20 (8mm) 19 (7.5mm) 18 (7mm) 17 (6.75mm) 16 (6.5mm) 15 (6mm) 14 (5.5mm) 13 (5mm) 
欠点表 （個数、 欠点数 ）
小石（ 1、 1）中石 （1 、2）　大石 （1、 5）小枝（1 、1）中枝（1、 2）大枝（ 1、 5）黒豆 （1、 1） 
さや付き豆 （1、 1）外皮大 （1、 1）外皮小 （2～3、  1）パーチメント（ 2、 1）サワービン(発酵豆)（ 2、 1） 
殻 （3、 1）未熟豆 （5、 1）割れ豆 （5、 1）クエーカー(未成熟豆)（ 5、 1）虫食い豆 （2～3、1）
タイプ
３００gの見本に混入されている欠点数によるタイプNo.２～８まで分かれている。 
タイプ　　　　　2　　 3　　 4　　 4/5　　 5　　 6　　 　7　　 　8 
欠点数(点) 4 　　8 　26 　　36 　　　46　 86 　160 　360 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
焙煎により生豆の水分が抜けて、重量は15～20％ほど減ります。
L値とは、黒を０、白を１００として焙煎加減をコーヒー豆の色で評価するための値。色差計という機械を使って、焙煎コーヒー豆の焙煎加減を表すのに用いられています。
焙煎が深くなるほど、Ｌ値が小さくなります。
Ｌ値が高くなるほど、焙煎コーヒー豆の色が薄く(白く)なります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
生産国において少なくとも2500万人もの人々（特に小規模生産者）は、生活収入をコーヒーに完全に依存している。

1998年1月から2003年12月の間に、コーヒーの国際市場価格は半減し、コーヒーの生産者、そのほとんどは小規模生産者であるが、生産コストよりもずっと低い価格でコーヒー豆を売却しなくてはならなかった。その結果、多くの小規模生産者とその家族の生活は貧困線またはそれよりずっと低い水準に陥ってしまった。

コスタリカのコーヒー生産者に対して2003年にIPECが行った調査では、児童労働は大規模コーヒープランテーションでも自営農場でも見られた。子どもは一日あたり8時間かそれ以上働き、殺虫剤の中でも最も毒性の強いものにさらされている。

米国労働省の1995年の報告によれば、グアテマラでは6歳の子どもが親がコーヒーを収穫するのを手伝っていた。男子は34～68キロの重さの袋を何キロか離れた計量場まで運ぶ。季節労働者として通常より低い賃金で雇われた女性や子どもは、正社員として長年コーヒーを摘んでいた成人男性にとってかわっている。

同報告によれば、ホンジュラスでは種まき時と収穫時に6歳の子どもがコーヒープランテーションで働いていた。6月から8月にかけての種まき時には、子どもが労働力のおよそ20％を占める。また11月から2月の収穫時には子どもが労働力の40％を占める。

子どもの80％から90％は親と働き、大人と同じ賃金を支払われる。

また、報告書はケニアの状況を取り上げている。ケニアでは子どもは母親の仕事を手伝い、出来高払いで賃金を支払われている。ある子どもたちはプランテーションで生活しているが、ほとんどの子どもは歩いて仕事に行くか、朝の5時半から６時半にトラックに乗せてもらい、夕方17時から19時に送り返してもらう。

2002年に刊行されたタンザニアの児童労働に関するIPECの報告によれば、コーヒーの栽培地で収穫時に定期的に子どもの労働者が募集され、そのうち60％は10～14歳の少女である。
子どもは季節に応じて一日8時間から10時間働く。

また、子どもは防護服・防護用具を身に付けることなく摘み取り・剪定・殺虫剤の噴霧・除草作業を行い、蛇や昆虫に噛まれたり、野生の動物に攻撃される危険がある。

世界の人口の40％はコーヒーを飲んでおり、20億人が一日にカップ一杯のコーヒーを飲んでいる。一方で、コーヒー生産国で消費されるのはその4分の１にすぎない。コーヒー焙煎の上位５業者はそれぞれ年間10億米ドル以上の売上を達成しており、合算すると世界のコーヒー豆のおよそ半分を買い上げている。 

10年前の33％に比べると、生産国の輸出高はコーヒー市場の価値の10％以下にしかならない。コーヒー価格の下落は世界でおよそ2500万人のコーヒー生産者の生活に打撃を与えた。価格の急激な下落は、家族を含む児童労働の使用による人件費の削減を余儀なくさせた。

コーヒーは熱帯性多年生植物で豆のために栽培され、整地、種まき、苗の植え替え、根覆い、施肥、除草、刈り取り、殺虫、灌漑、実の採集、加工作業を含む。加工作業は乾燥法か湿式法のどちらかで行われる。乾燥法はパルプから豆を分けた後に実を太陽にさらす。この方法は最も伝統的で簡単な方法であり、労働力を必要とするが、機械類はほとんど使用しない。湿式法は流水で満たしたタンクで実を洗う。機械は乾燥させる前に豆からパルプを除去するのに使用される。この方法で生産されたコーヒーは品質が良いとされ、高値がつく。最後に、乾燥させた豆を袋に詰め、貯蔵庫に保存し、製造加工者に輸送される。

収穫時に多くの労働者を必要とする一方、収穫時以外はほとんど必要でないため、季節労働契約が一般的である。プランテーションの経営者は、法的に登録することはあまりないが多数の季節労働者を雇う。彼らによって、その家族は出来高給賃金を得ることができる。全体の労働力構成は国によって異なるが、女性と子どもは、増えつづけるコーヒープランテーション労働者の大部分を占めている。

子どもは、コーヒープランテーションのあらゆる作業に従事しており、収穫時には特に忙しくなる。彼らは、コーヒーの木の一番低い枝に届いて摘むのに熟した実が分かるようになるようになるとすぐに両親を助け始める。コーヒーの実を摘み、仕分けするのに加え、木を枝打ちし、雑草を取り除き、肥料を与え、豆を仕分けし、豆や他の供給品を運ぶ。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
生産国43カ国の内、その4割に当たる17カ国が国連の定める最貧国（Least Developed Country 、略称LDC）指定を受けている。また、IMFランキングでは、全189カ国中、185位から188位までの最下位グループをICO加盟生産国が占めている。
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